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認
定
こ
ど
も
園
設
置
問
題
で
、
日
吉
台
学
区
自
治
連
合
会
の
特
別
委
員
会
「
教
育
を

語
る
会
」
は
6
月
28
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
に
市
福
祉
子
ど
も
部
幼
児
政
策
課
な
ど
の
担

当
者
を
招
き
、
「
認
定
こ
ど
も
園
の
進
捗
状
況
」
の
説
明
を
受
け
た
。
市
は
こ
の
6
月

市
議
会
に
、
現
日
吉
台
幼
稚
園
園
舎
と
土
地
の
評
価
鑑
定
を
行
う
予
算
を
提
案
、
予
算

案
は
原
案
通
り
認
め
ら
れ
、
31
年
4
月
開
園
向
け
、
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

説
明
会
に
は
、
市
幼
児
政

策
課
の
山
内
和
夫
課
長
、
三

上
佳
子
幼
児
教
育
指
導
監
、

語
る
会
か
ら
中
野
義
勝
委
員

長
、
野
々
口
義
信
学
区
自
治

連
会
長
ら
が
出
席
。

市
の
計
画
概
要
説
明
に
よ

る
と
、
現
日
吉
台
幼
稚
園
園

舎
と
土
地
の
鑑
定
に
入
り
、

9
月
か
ら
10
月
に
認
定
こ
ど

も
園
設
置
法
人
の
公
募
を
行

う
。
平
成
30
年
1
月
、
応
募

法
人
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

同
2
月
ご
ろ
外
部
審
査
委
員

に
よ
る
審
査
を
経
て
事
業
者

を
決
定
。
同
年
夏
ご
ろ
設
置

事
業
者
に
よ
る
改
修
工
事
に

入
り
、
最
短
で
31
年
4
月
開

園
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
る
。

認
定
こ
ど
も
園
で
は
、
幼

稚
園
の
ほ
か
に
保
育
園
の
機

能
も
あ
り
、
昼
食
を
作
る
た

め
の
調
理
施
設
が
必
要
。
工

事
内
容
に
つ
い
て
は
、
設
置

事
業
者
の
判
断
が
あ
り
、
工

期
の
変
更
も
あ
る
。
法
人
公

募
で
応
募
法
人
が
な
け
れ
ば

公
募
条
件
の
変
更
が
行
わ
れ
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
変
わ
っ
て

く
る
。

改
修
工
事
期
間
中
の
日
吉

台
幼
稚
園
の
扱
い
に
つ
い
て
、

市
は
、
隣
接
の
日
吉
台
小
の

空
き
教
室
の
利
用
を
検
討
し

た
が
、
改
修
に
多
大
な
費
用

が
掛
か
り
、
コ
ス
ト
面
の
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
と
し
て
日
吉
台

小
の
利
用
に
難
色
を
示
し
、

対
案
と
し
て
坂
本
幼
稚
園
と

の
合
同
保
育
が
有
力
と
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
坂
本
幼

稚
園
は
、
3
年
保
育
実
施
の

た
め
ト
イ
レ
改
修
な
ど
も
完

了
、
設
備
、
部
屋
、
人
員
と

も
受
け
入
れ
態
勢
が
整
っ
て

い
る
。
こ
の
間
、
日
吉
台
幼

稚
園
の
看
板
を
坂
本
幼
稚
園

に
並
べ
て
掲
示
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

坂
本
幼
稚
園
へ
の
通
園
に

つ
い
て
は
、
幼
稚
園
は
原
則

徒
歩
通
園
だ
が
、
自
家
用
車

の
通
園
を
認
め
、
工
事
期
間

中
の
ガ
ソ
リ
ン
代
補
助
を
認

め
た
い
、
と
し
た
。
ま
た
、

他
に
通
園
バ
ス
、
路
線
バ
ス

の
利
用
も
で
き
な
い
か
考
え

て
い
る
。
市
は
通
園
バ
ス
の

導
入
に
つ
い
て
一
時
難
し
い

と
し
て
い
た
が
、
こ
の
日
の

質
疑
で
、
山
内
課
長
は
「
通

園
方
法
に
つ
い
て
は
、
越
市

長
か
ら
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
考

え
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
。

通
園
バ
ス
も
な
く
な
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
バ
ス
を
1
年

間
リ
ー
ス
す
る
こ
と
も
考
慮

す
る
。
江
若
バ
ス
の
増
便
、

タ
ク
シ
ー
も
含
め
内
容
が
固

ま
っ
た
ら
保
護
者
と
あ
ら
た

め
て
協
議
す
る
」
と
述
べ
、

保
護
者
の
意
向
に
歩
み
よ
る

姿
勢
も
み
せ
た
。

認
定
こ
ど
も
園
設
置
問
題

で
、
教
育
を
語
る
会
（
中
野

義
勝
委
員
長
）
は
7
月
18
日

開
い
た
委
員
会
で
、
市
が
今

秋
行
う
日
吉
台
学
区
に
設
置

す
る
認
定
こ
ど
も
園
設
置
事

業
者
を
募
集
す
る
設
置
運
営

事
業
者
募
集
要
領
に
「
ゼ
ロ

歳
児
か
ら
保
育
可
能
な
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設

置
を
求
め
る
」
の
地
元
意
見

案
の
盛
り
込
み
要
望
を
決
め

た
。日

吉
台
学
区
に
設
置
す
る

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
、

市
は
今
年
9
月
か
10
月
ご
ろ
、

設
置
事
業
法
人
を
公
募
の
予

定
。
日
吉
台
学
区
で
は
、
地

元
と
寄
り
添
う
こ
ど
も
園
設

置
を
要
望
、
市
も
公
募
要
領

に
地
元
要
望
を
盛
り
込
む
こ

と
を
約
束
し
て
い
た
。

こ
の
日
の
語
る
会
で
は
、

地
元
意
見
と
し
て
幼
小
交
流
、

公
私
連
携
、
地
元
連
携
、
地

元
行
事
参
加
な
ど
さ
ま
ざ
ま

あ
っ
た
が
、
地
元
の
具
体
的

な
要
望
は
、
９
月
の
会
合
で

ま
と
め
、
自
治
連
に
報
告
、

11
月
初
め
ま
で
に
市
へ
提
出
。

募
集
要
領
に
は
ゼ
ロ
歳
児
保

育
が
あ
る
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
の
設
置
を
求
め
る

こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た
。

3
丁
目
東
子
ど
も
会
（
西
村
恵
代
表
）

は
7
月
17
日
、
同
丁
集
会
所
で
、
8
月
5

日
に
行
う
「
3
丁
目
東
夏
祭
り
」
に
彩
を

そ
え
る
行
燈
づ
く
り
に
挑
戦
し
た
。

行
燈
づ
く
り
に
は
、
同
丁
の
子
ど
も
達

15
人
と
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
ら
10
人
が

参
加
。
子
ど
も
た
ち
は
、
最
初
に
ピ
カ
チ
ュ

ウ
や
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
、
金
魚
な
ど
の

イ
ラ
ス
ト
を
参
考
に
下
絵
を
描
い
た
あ
と

絵
具
で
カ
ラ
フ
ル
に
色
付
け
、
あ
ら
か
じ

め
地
区
の
人
が
作
っ
て
お
い
た
行
燈
木
枠

に
張
り
付
け
て
完
成
さ
せ
た
。
子
ど
も
た

ち
は
出
来
上
が
っ
た
手
づ
く
り
行
燈
を
前

に
、
祭
り
当
日
の
会
場
に
灯
が
入
れ
ら
れ

飾
ら
れ
る
光
景
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

市
が
計
画
し
て
い
る
新
地

域
自
治
組
織
に
つ
い
て
、
同

市
は
7
月
開
い
た
市
自
治
連

定
例
会
で
「
希
望
す
る
学
区

に
住
民
説
明
会
を
開
催
し
た

い
」
と
表
明
し
た
。
日
吉
台

学
区
自
治
連
合
会
は
、
市
の

説
明
会
開
催
意
向
を
受
け
、

学
区
自
治
連
役
員
、
各
丁
自

治
会
長
、
各
種
団
体
の
長
ら

に
資
料
を
送
付
、
意
見
を
求

め
て
い
る
が
7
月
15
日
開
い

た
学
区
自
治
連
定
例
会
で
も

こ
の
問
題
を
協
議
、
市
の
住

民
説
明
会
に
つ
い
て
は
、
市

内
学
区
の
動
き
や
新
地
域
自

治
組
織
導
入
に
欠
か
せ
な
い

市
の
財
政
支
援
の
動
向
を
見

て
学
区
自
治
連
会
長
が
判
断

す
る
こ
と
を
決
め
た
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
野
々

口
義
信
会
長
が
こ
れ
ま
で
知

り
え
た
範
囲
で
市
に
代
わ
っ

て
補
足
説
明
。
説
明
に
よ
る

と
、
市
の
新
地
域
自
治
組
織

案
は
、
市
自
治
連
合
会
、
各

丁
自
治
会
の
あ
り
方
を
根
本

的
に
見
直
す
も
の
。
組
織
の

あ
り
方
は
、
日
吉
台
学
区
の

実
情
に
あ
う
組
織
構
築
が
可

能
で
市
の
示
し
た
組
織
例
に

従
う
必
要
は
な
い
。
任
意
加

入
の
自
治
会
組
織
と
は
違
い
、

新
組
織
は
全
住
民
会
員
が
原

則
。
事
務
職
員
の
雇
用
も
考

え
ら
れ
市
の
資
料
配
布
や
自

治
会
、
学
区
自
治
連
の
事
務

作
業
が
軽
減
さ
れ
る
。
こ
の

た
め
、
先
に
こ
の
制
度
を
導

入
し
て
い
る
先
進
地
市
町
で

は
、
新
組
織
に
包
括
交
付
金

を
交
付
す
る
な
ど
財
政
支
援

制
度
が
あ
る
。
し
か
し
、
大

津
市
は
、
ま
だ
財
政
支
援
制

度
の
具
体
化
策
は
明
ら
か
に

し
て
お
ら
ず
市
自
治
連
も
こ

の
点
を
重
視
、
市
に
対
し
早

急
な
財
政
支
援
制
度
の
検
討

を
求
め
て
い
る
。

市
は
、
こ
れ
と
は
別
に
市

民
セ
ン
タ
ー
の
統
合
案
や
公

民
館
機
能
の
地
元
管
理
な
ど

を
計
画
、
一
部
に
つ
い
て
地

元
と
協
議
を
開
始
し
て
い
る
。

こ
の
新
地
域
自
治
組
織
は
、

市
民
セ
ン
タ
ー
機
能
あ
り
方

検
討
の
受
け
皿
に
な
る
の
で

は
、
と
の
危
惧
も
出
て
い
る
。

今
回
、
市
が
希
望
学
区
に

説
明
す
る
と
し
た
た
め
、
学

区
自
治
連
は
、
説
明
会
を
受

け
る
か
否
か
、
組
織
の
判
断

が
必
要
だ
と
し
て
、
学
区
役

員
、
各
丁
会
長
に
意
見
を
求

め
た
も
の
。
こ
の
日
の
協
議

で
、
各
役
員
、
自
治
連
会
長

ら
か
ら
様
々
な
意
見
が
出
さ

れ
た
。
「
市
の
説
明
を
聞
か

な
い
と
判
断
が
で
き
な
い
」

「
い
き
な
り
何
の
情
報
も
な

く
判
断
さ
せ
る
の
は
お
か
し

い
」
「
説
明
を
聞
く
必
要
は

な
い
」
な
ど
。
協
議
の
結
果
、

市
の
計
画
案
に
は
、
支
援
策

が
な
い
な
ど
具
体
化
策
に
も

不
透
明
な
も
の
も
あ
り
、
今

後
の
計
画
案
の
動
向
確
認
と

他
学
区
の
考
え
方
も
考
慮
し

「
説
明
会
開
催
の
是
非
に
限

り
」
自
治
連
会
長
に
判
断
を

ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
し
た
。

9
月
10
日
ま
で
の
毎
週
金
曜

日
と
日
曜
日
、
２
丁
目
北
集

会
所
を
「
思
い
や
り
涼
み
処
」

と
し
て
開
放
す
る
。

自
宅
の
エ
ア
コ
ン
や
電
気

を
切
り
、
２
北
集
会
所
に
出

か
け
、
仲
間
同
士
で
語
り
あ
っ

た
り
、
囲
碁
や
将
棋
、
麻
雀

な
ど
の
ゲ
ー
ム
、
読
書
や
編

み
物
、
ク
ラ
フ
ト
な
ど
の
趣

味
な
ど
も
楽
し
め
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
自
治
会
や
老

人
ク
ラ
ブ
が
実
行
委
を
組
織
、

実
施
す
る
。

利
用
時
間
は
午
前
10
時
か

ら
午
後
4
時
ま
で
。
8
月
18

日
と
20
日
は
休
み
と
な
る
。

参
加
、
入
場
無
料
。
申
し
込

み
も
不
要
。
飲
み
物
、
弁
当

の
持
ち
込
み
自
由
。
戸
締
り
、

掃
除
な
ど
の
管
理
は
実
行
委

が
担
当
す
る
。

今
夏
、
自
宅
を
出
て
涼
し

く
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
ー
。

2
丁
目
北
自
治
会
な
ど
は
、

ゼロ歳児からの保育求める
事業者公募へ地元要望

自
治
連
会
長
に
判
断
ゆ
だ
ね
る

条
件
付
け
学
区
自
治
連
定
例
会

新
地
域
自
治
組
織
説
明
会
開
催

思いやり涼み処開設

2北集会所

夏祭りに備え行燈つくり

3丁目東の子どもたち

通
園
方
法
多
面
的
に
検
討

幼
稚
園
改
築
中
、
坂
本
と
の
合
同
保
育
で

市・説明

行 燈づくりに汗を流 す 3 東地区の子ど

もた ち
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住
宅
背
後
の
丘
陵
地
が
地

す
べ
り
を
起
こ
し
て
危
険
だ
、

と
し
て
２
丁
目
北
住
民
が
学

区
要
望
な
ど
で
市
に
改
善
を

求
め
て
い
る
問
題
で
、
県
農

村
振
興
課
と
市
田
園
づ
く
り

振
興
課
は
7
月
20
日
、
地
す

べ
り
等
防
止
法
に
よ
る
現
地

調
査
を
行
っ
た
。

改
善
を
要
望
し
て
い
る
の

は
、
２
丁
目
北
地
区
の
高
橋

川
上
流
右
岸
河
川
敷
上
部
と

同
地
区
5
号
公
園
上
部
の
北

斜
面
、
そ
れ
に
5
号
公
園
南

側
の
市
道
の
東
斜
面
。

高
橋
川
上
流
部
右
岸
河
川

敷
は
、
日
吉
台
住
宅
造
成
期

に
打
ち
込
ま
れ
て
い
た
土
砂

崩
れ
防
止
の
Ｈ
型
鋼
4
本
が
、

上
部
か
ら
の
土
砂
で
押
さ
れ

３
本
が
傾
斜
、
土
留
め
用
の

板
も
朽
ち
果
て
１
枚
し
か
残
っ

て
い
な
い
。
５
号
公
園
擁
壁

上
部
と
市
道
側
擁
壁
上
部
も

押
し
て
き
た
土
砂
で
切
り
立

つ
崖
状
態
に
な
り
、
少
し
の

雨
で
も
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て

い
る
。

一
昨
年
秋
の
草
刈
清
掃
後
、

危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い
る

の
を
発
見
し
た
。
い
ず
れ
の

個
所
も
国
の
地
す
べ
り
等
防

止
法
に
よ
る
雄
琴
地
区
地
滑

り
防
止
区
域
内
。
学
区
自
治

連
合
会
が
２
北
自
治
会
か
ら

提
出
さ
れ
た
学
区
要
望
受
け
、

県
、
市
に
地
す
べ
り
対
策
で

の
改
善
を
求
め
、
こ
の
日
の

現
地
調
査
に
な
っ
た
。

現
地
調
査
に
は
、
県
、
市

の
担
当
係
官
、
地
元
か
ら
自

治
会
長
、
自
主
防
災
会
、
学

区
自
治
連
合
会
長
ら
が
立
ち

合
い
、
県
市
の
係
官
ら
は
、

地
元
か
ら
説
明
を
聞
い
た
あ

と
現
地
を
つ
ぶ
さ
に
見
分
し

た
。
調
査
し
た
県
農
村
振
興

課
農
村
整
備
防
災
係
官
は

「
地
す
べ
り
か
ど
う
か
は
調

査
し
て
み
な
い
と
分
か
ら
な

い
。
現
地
に
水
位
計
や
傾
斜

計
な
ど
を
設
置
し
て
観
測
し

た
い
」
述
べ
、
公
園
南
側
の

市
道
に
つ
い
て
は
、
住
民
が

常
に
行
き
来
し
危
険
だ
と
し

て
学
区
自
治
連
合
会
が
早
急

な
対
応
を
市
に
要
望
す
る
こ

と
に
し
た
。

大
津
市
の
空
き
家
対
策
推

進
室
は
6
月
25
日
、
日
吉
台

市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
い
た
日

吉
台
学
区
空
き
家
対
策
検
討

委
と
の
意
見
交
換
会
で
「
大

津
市
空
家
等
対
策
計
画
の
策

定
」
な
ど
平
成
29
年
度
大
津

市
の
空
家
等
対
策
の
主
な
取

り
組
み
策
を
公
表
し
た
。
同

対
策
の
モ
デ
ル
地
区
に
指
定

し
て
い
る
日
吉
台
学
区
に
対

し
て
、
モ
デ
ル
地
域
と
し
て

引
き
続
き
支
援
し
て
ゆ
く
方

針
を
明
ら
か
に
し
た
。

主
な
取
り
組
み
は
、
空
家

対
策
計
画
策
定
ほ
か
、
「
民

間
事
業
団
体
と
の
連
携
に
よ

る
相
談
体
制
の
構
築
」
「
空

家
等
の
適
正
な
管
理
の
促
進
」

の
3
点
。

空
家
対
策
計
画
の
策
定
案

で
は
、
国
の
空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

に
基
づ
き
市
の
空
家
対
策
の

基
本
方
針
と
な
る
対
策
計
画

を
作
る
も
の
。
策
定
計
画
の

主
な
も
の
は
、
対
象
と
す
る

地
区
、
空
家
等
の
種
類
及
び

そ
の
他
対
策
に
関
す
る
基
本

的
方
針
▽
計
画
期
間
▽
空
家

の
調
査
に
関
す
る
事
項
▽
空

家
等
の
適
正
な
管
理
促
進
に

関
す
る
事
項
▽
空
家
等
及
び

除
去
後
の
跡
地
の
活
用
促
進

に
関
す
る
事
項
▽
特
定
空
家

等
に
対
す
る
措
置
、
対
処
等

に
関
す
る
事
項
▽
空
家
等
の

相
談
対
応
に
関
す
る
事
項
▽

対
策
の
実
施
体
制
に
関
す
る

事
項
▽
そ
の
他
対
策
の
実
施

に
関
し
必
要
な
事
項
―
な
ど
。

こ
の
計
画
策
定
に
あ
た
り

意
見
を
聴
く
協
議
機
関
と
し

て
法
に
基
づ
き
「
大
津
市
空

家
等
対
策
協
議
会
」
を
設
置
、

市
の
空
き
家
対
策
の
モ
デ
ル

地
区
と
な
っ
て
い
る
日
吉
台

学
区
自
治
連
合
会
の
野
々
口

義
信
会
長
が
委
員
に
入
る
予

定
。
計
画
は
29
年
度
中
に
策

定
、
平
成
30
年
度
か
ら
運
用

開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

空
き
家
対
策
の
相
談
体
制

の
構
築
で
は
、
大
津
市
が
窓

口
に
な
り
、
空
き
家
等
に
関

す
る
全
般
的
な
相
談
を
受
け

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
体
制
づ
く

り
を
推
進
す
る
ほ
か
、
滋
賀

建
築
士
会
、
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
、
県
弁
護
士
会
、

県
司
法
書
士
会
、
県
土
地
家

屋
調
査
士
会
、
県
建
設
業
協

会
な
ど
に
よ
る
県
内
の
民
間

団
体
に
よ
る
県
空
き
家
管
理

等
基
盤
強
化
推
進
協
議
会
と

連
携
、
空
き
家
所
有
者
に
対

し
助
言
や
提
案
を
行
え
る
よ

う
に
す
る
。
相
談
体
制
の
構

築
は
29
年
度
中
の
運
用
開
始

を
目
指
す
。

空
き
家
の
適
正
な
管
理
の

促
進
で
は
、
管
理
が
行
き
届

か
な
い
老
朽
、
有
害
空
き
家

の
所
有
者
へ
は
、
指
導
強
化

策
ほ
か
、
、
定
期
パ
ト
ロ
ー

ル
に
よ
る
早
期
発
見
、
継
続

的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ほ
か
、

文
書
に
よ
る
粘
り
強
い
指
導
、

助
言
、
緊
急
時
の
応
急
措
置

な
ど
を
積
極
的
活
用
策
を
検

討
す
る
。

湖
西
道
路
4
車
線
化
工
事

で
、
国
交
省
滋
賀
国
道
事
務

所
は
7
月
5
日
、
市
民
セ
ン

タ
ー
で
、
４
車
線
開
通
に
伴

う
騒
音
対
策
の
遮
音
壁
設
置

工
事
説
明
会
を
開
い
た
。
学

区
自
治
連
で
は
、
今
回
示
さ

れ
た
滋
賀
国
道
事
務
所
の
対

策
工
事
に
つ
い
て
、
示
さ
れ

た
デ
ー
タ
を
疑
問
視
、
独
自

の
デ
ー
タ
収
集
を
行
い
、
国

道
事
務
所
側
と
粘
り
強
く
交

渉
を
続
け
る
こ
と
を
決
め
、

7
月
15
日
に
学
区
自
治
連
定

例
会
に
対
策
委
設
置
を
提
案
、

了
承
を
え
た
。

国
道
事
務
所
に
よ
る
と
、

通
過
車
両
に
よ
る
騒
音
対
策

と
し
て
、
学
区
北
側
の
大
正

寺
川
橋
梁
と
、
学
区
内
の
４

丁
目
地
区
北
端
か
ら
高
さ
２

㍍
の
遮
音
壁
が
あ
る
高
橋
川

橋
梁
ま
で
に
高
さ
3
㍍
の
遮

音
壁
を
設
置
。
1
丁
目
南
地

区
東
側
木
の
岡
地
区
一
部
に

は
今
回
遮
音
壁
が
設
置
さ
れ

る
が
、
高
橋
川
橋
梁
と
1
丁

目
南
地
区
の
西
側
、
日
吉
台

側
の
一
部
に
は
、
す
で
に
既

設
の
遮
音
壁
が
あ
り
、
ま
た
、

遮
音
壁
が
な
く
て
も
遮
音
効

果
を
持
つ
築
堤
付
き
切
土
の

個
所
が
あ
る
と
し
て
、
今
回

の
工
事
の
対
象
に
入
れ
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

同
事
務
所
は
、
4
車
線
化

完
成
後
の
通
過
交
通
量
を
1

日
4
万
７
２
０
０
台
、
走
行

速
度
を
80
㌔
と
想
定
。
対
策

工
事
を
実
施
す
る
と
4
丁
目

東
の
北
端
の
近
接
住
宅
で
昼

間
（
午
前
6
時
～
午
後
10
時
）

の
騒
音
評
価
量
予
想
値
は
１

階
部
分
で
56
デ
シ
ベ
ル
、
２

階
部
分
で
61
デ
シ
ベ
ル
、
同

住
宅
の
夜
間
（
午
後
10
時
か

ら
翌
日
の
午
前
6
時
）
で
は
、

1
階
部
分
54
デ
シ
ベ
ル
、
2

階
部
分
で
58
デ
シ
ベ
ル
と
予

測
、
環
境
基
準
を
ク
リ
ア
で

き
る
と
し
た
。
1
丁
目
南
地

区
で
は
、
新
規
の
騒
音
対
策

工
事
は
な
い
が
、
予
測
地
点

民
家
で
は
、
騒
音
デ
シ
ベ
ル

は
4
車
線
化
で
通
行
量
が
増

加
し
て
も
環
境
基
準
は
達
成

で
き
る
。
具
体
的
に
は
、
日

吉
台
学
区
で
は
、
4
車
線
化

に
な
っ
て
も
通
過
車
両
の
騒

音
は
、
「
静
か
な
事
務
所
」

か
ら
「
静
か
な
街
頭
、
普
通

の
会
話
の
音
声
」
レ
ベ
ル
だ

と
い
う
。

説
明
後
の
質
疑
で
、
学
区

住
民
側
か
ら
机
上
の
計
算
の

予
測
数
値
で
基
準
設
計
が
甘

い
、
振
動
対
策
に
つ
い
て
触

れ
て
い
な
い
な
ど
国
交
省
側

の
対
策
に
異
論
や
反
発
す
る

意
見
が
相
次
ぎ
、
対
策
の
抜

本
的
見
直
し
と
再
度
の
説
明

会
開
催
を
要
望
し
た
。

県・市、地すべり調査実施へ
2北、高橋川上流土砂崩れ現場

空
き
家
対
策
案
公
表
・
市

日
吉
台
は
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
支
援
継
続

騒
音
対
策
工
事
、
住
民
ら
反
発

学
区
自
治
連
、
対
策
委
設
置
へ

湖西道路 4 車線化

2 北地区の地すべり現場を調査する県、市

係官

お知らせ

記事掲載のご希望がありましたら編

集部へご連絡ください。

学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
「
子
育
て
応
援
隊
」
は
7

月
24
、
25
の
両
日
、
日
吉
台
小
体
育
館
で
、
「
学
校
で
泊

ま
ろ
う
」
を
開
催
、
同
小
児
童
半
数
の
62
人
が
参
加
、
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ア
や
肝
だ
め
し
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

初
日
は
、
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
高
学
年
が
カ
レ
ー
づ
く
り
。
２
時
間
ほ
ど
煮
込
ん
だ
カ

レ
ー
は
絶
品
。
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
と
ろ
け
て
お
い
し
い
」

と
ほ
と
ん
ど
の
子
ら
が
お
か
わ
り
を
し
て
い
た
。

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
は
、
山
の
神
が
ト
ー
チ
を
手
に
登

場
。
マ
キ
に
火
が
つ
け
ら
れ
る
と
美
し
い
炎
が
あ
が
り
、

歓
声
が
あ
が
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
を
囲
ん
で
田
中

誠
日
吉
台
小
校
長
が
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
お
手
伝
い
に
来
て

い
た
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
も
み
な
飛
び
っ
き
り
の
笑
顔

が
満
開
。
６
年
生
が
企
画
、
運
営
し
た
「
肝
だ
め
し
大
会
」
。

真
っ
暗
な
夜
の
学
校
に
「
キ
ャ
ー
」
と
い
う
叫
び
声
が
飛

び
交
っ
て
い
た
。

日吉台小・学校で泊まろう


